
４ 理論研修 

（１）体力向上委員会の取り組み 

①体力向上指導部 

ア 活動の概要 

    体力向上指導部では，本校で設定した各学年の重点とする運動を達成するための支援方法や，段階的な

練習方法を話し合い，基礎感覚づくりの時間である「パワーアップタイム」における種目の提示をする。

それぞれの技や動きに必要な感覚とは何かを考え，その感覚を養うためにどのような場・器具を使用する

ことが有効か検討する。また，学年間の系統性も踏まえ，前学年で養った感覚をさらに伸ばすことができ

るような種目設定を行う。 

 

イ 活動の実際 

    あ 各学年の重点とする運動 

 マット運動 

マットを使った運動遊び 

鉄棒運動 

鉄棒を使った運動遊び 

跳び箱 

跳び箱を使った運動遊び 

１年生 
壁登り逆立ち 

（壁との距離２０cm・５秒間） 

ふとんほし（振り） 馬跳び 

タイヤ跳び（縦・横） 

２年生 
だんごむし逆立ち 

（壁・補助なし５秒間） 

かかえ込み振り 開脚跳び 

（低学年用跳び箱 縦４段） 

３年生 
頭倒立 

壁倒立 

かかえ込み

回り（補助） 

逆上がり 

（補助器） 

開脚跳び 

（縦４段） 

台上前転 

（縦４段） 

４年生 
壁倒立（５秒間） かかえ込み

回り 

逆上がり 

（補助） 

開脚跳び 

（縦５段） 

５年生 
補助倒立（５秒間） 

（片手で横から補助してもらう） 

連続かかえ

込み回り 

逆上がり かかえ込み 

跳び 

（横５段） 

大きな台上 

前転（縦５段） 

６年生 

一人逆立ち➝倒立前転 

（勢いではなく，倒立姿勢を 

しっかりとつくる） 

後方支持回転 首・頭はね 

跳び 

（縦５段） 

    い 重点とする運動を達成するための手立ての決定 

     各時間の始めにパワーアップタイムを設け，重点とする運動につながる基礎感覚づくりに努めるよう

にする。それぞれの運動と発達段階を考慮し，種目の決定を行う。 

   （マット運動・マットを使った運動遊び） 

    ○１・２年生･･･折り返しの運動（ケンケン・両足ジャンプ・ケングーケ 

ンパー・スキップ・大股走・手足走り・うさぎ跳び・ア 

ザラシ歩き・クモ歩きなど）・折り返しの運動からの前 

転・肋木を使っての感覚づくり（肋木足じゃんけん・よ 

じ登り逆立ち）ゆりかご・ブリッジ・ブリッジ歩き・か 

える逆立ち・かえるの足打ち・手押し車・高いところへの前転・高いところからの前転 

    ○３・４年生･･･低学年の折り返しの運動の要素を踏まえた動き・ゆりかご・首倒立・ブリッジ・ブリッ 

ジ歩き・ブリッジから前方への起き上がり・かえる逆立ち・かえるの足打ち・手押し車・ 

川跳び（資料２９） 

    ○５・６年生･･･低学年の折り返しの運動の要素を踏まえた動き・ゆりかご・頭倒立・ブリッジ・ブリッ 

ジ歩き・ブリッジから前方への起き上がり・かえる逆立ち・かえる足打ち・手押し車・ 

頭倒立・様々なパターンの壁倒立 

資料２９ ３年生での実践 



   （跳び箱運動・跳び箱を使った運動遊び） 

    ○１・２年生･･･折り返しの運動（ケンケン・両足ジャンプ・ケン 

グーケンパー・スキップ・大股走・手足走り・う 

さぎ跳び・アザラシ歩き・クモ歩きなど）・馬跳び・ 

うさぎ跳び・かえるの足打ち 

    ○３・４年生･･･低学年の折り返しの運動の要素を踏まえた動き・ 

いろいろな馬跳び（馬の高さを変える・連続馬跳 

び・馬跳びマット跳び越しなど）・いろいろなうさ 

ぎ跳び（跳び越す幅を変える・跳び越す回数の制限など）・いろいろなかえるの足打 

ち（高さの制限・回数の制限など）・限られた場所での前転（マットに線を引くなど）・ 

高いところへの前転や倒立・よじ登り逆立ちからの前回り（資料３０） 

    ○５・６年生･･･低学年の折り返しの運動の要素を踏まえた動き・マットを使ったうさぎ跳び（マットの 

横幅を跳び越える）・助走をして高いところへうさぎ跳びで跳び上がり・ジャンプで高 

いところへ跳び上がり 

 

   （鉄棒運動・鉄棒を使った運動遊び） 

    ○１・２年生･･･登り棒を使っての感覚づくり（ダンゴムシ・足ばさみ・ 

アメンボ・足じゃんけん・ブランコ振り・逆上がりなど）・ 

雲梯を使っての感覚づくり（前後振り・横棒渡り・前渡 

り・後ろ渡り・一つとばし渡り・片手じゃんけんなど） 

鉄棒を使っての支える動き（とび上がり・とび下り・ 

自転車こぎ）・ぶらさがる動き（ぶら下がり・足打ち・ 

ぶたのまるやき・ダンゴムシ・こうもり・地球回り・ 

ふとんほし）・下りる動き（前回り下り・連続前回り下 

り）・回転や振動の動き（足抜き回り・ふとんほし振り・ 

ダルマ振り・こうもり振り）（資料３１） 

    ○３・４年生･･･低学年で行った器械・器具を使った運動・登り棒で 

の逆上がり（地面を蹴る感覚づくり）・踏み越し下り・ 

補助逆上がり・膝かけ振り・膝かけ振り上がり（前後） 

    ○５・６年生･･･中学年までの運動の要素を踏まえた動き（くるりんベルトやチューブなどの補助具を用 

いた回転の動き・ダルマ振り・こうもり振り・膝かけ振り・つばめ・逆上がり（補助）・ 

かかえこみ回りなど）（資料３２） 

  

   ウ 成果（〇）と課題（▲） 

    〇パワーアップタイムでの感覚づくりの運動から，活動中の練習方法を見い出したり，技のポイントを

見付けたりすることができた。 

    〇前学年の技とのつながりが明確になり，各学年の重点とする運動に抵抗が少なく取り組むことができ

た。 

    ▲前学年の重点とする運動ができないと，該当学年の運動に取り組むことが難しくなる。また，得意な

児童は次の技に進んでしまうため，児童間の差が開いてしまい，様々な支援方法が必要となる。 

    ▲設定した「各学年の重点とする運動」が適当なものか，また指導法に関しても児童の実態等を振り返

りながら，検討，必要に応じて変更していかなければならない。 

   

資料３０ ４年生での実践 

資料３１ １年生での実践 

資料３２ ５年生での実践 



 

②調査広報部 

ア 活動の概要 

    調査広報部では，児童が学校生活や家庭生活を楽しく健康に送ることができるよう活動を行っている。 

    １つ目は，運動有能感調査や形成的授業評価を行い，その集計を行っている。２つ目は，運動面，保健

面において家庭への喚起を図るための「体育便り」の発行を行っている。そして，３つ目として，児童会

と連携を図りながら，いきいきちばっ子「元気アップ・プラン大作戦」コンクールへの取り組みを進めて

いる。このように，学校内外の両面から，児童の生活をより良いものにするための活動を行っている。 

 

イ 活動の実際 

    あ 運動に対する児童の意識の変容を調査する。 

     年度初めに運動有能感調査（資料３３）を行い，集計す 

ることで児童が運動に対してどのような考えをもっている 

のかを把握する。その結果を体育研究に活かすとともに， 

体育学習・体育行事へ反映させている。年度末には再度ア 

ンケートを行い，変容について調査する。 

また，研究授業を中心に形成的授業評価を行い指導に役   

立てている。 

 

    い 「体育便り」の発行 

     体育便りでは，本校の体育科や体育行事に関するお知ら   

せをしている。また，それに関連して，児童の運動能力を   

向上させるための手立てを紹介したり，日頃の生活で協力   

してもらいたいことを知らせしたりしている。今後も，学  

校行事等と関連させながら，その時期に合った情報を掲載 

し，家庭の関心を高めていきたい（資料３４，３５）。 

 

  
 

 

 

 

 

資料３３ 運動有能感調査 

資料３４ 体育便り第１号・２号 

１号では，プール開きの様子とともに，本校が設定する各学年の目標を示し，意欲付けを行って

いる。２号では，水に浮かぶためのポイントを紹介し，水泳学習における意識化を図っている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う いきいきちばっ子「元気アップ・プラン大作戦」コンクールへの取り組み 

児童や家族が健康に関心をもつ 

     ことができるように，取り組んで 

     いる。今年度は児童会・保健委員 

     会を中心に活動している。生活習 

     慣チェックシート（資料３６）か 

     ら課題を見つけ，月ごとにテーマ・ 

具体的なめあてを決めている。取 

り組みカレンダー（資料３７）を 

活用することで，意識化を図って 

いる。「ほけんだより」に，いきい 

きちばっ子「元気アップ・プラン 

大作戦」コンクールのスペースを 

つくり，児童の意識を高めるよう 

にしている。 

年度末に振り返りを行い，成果 

や新たな課題を把握する。 

 

ウ 成果（〇）と課題（▲） 

    〇体育便りに実践例を掲載していることで，家庭に情報を伝えるだけでなく，職員による指導にも役立

てることができた。 

○児童会を中心に，積極的に活動することができている。 

    ▲児童，保護者の保健や健康への意識の変化，変容についてや体育便りの家庭での活用状況を把握して

いない。年度末にアンケートを行い，確認するとともに，次年度に向け改善を図っていきたい。 

 

 

資料３７ 

取り組みカレンダー 

 

資料３６ 

生活習慣チェックシート 

 

資料３５ 体育便り第３号・４号 

夏休みを迎えるにあたり，家庭でも取り組んでほしい体力向上策を示した。３号では，泳ぎ方の

ポイントを示した。４号では新体力テストから，本校の課題となっている握力，５０ｍ走について，

家庭でも取り組める手立てを示した。 



資料３９ 口伴奏を色マジックで示した掲示 

［出典：跳び箱運動の指導法 小学館］ 

 

資料３８ 運動の仕方を示した掲示 

 

③特別支援部 

ア 活動の概要 

本校では，学習時における教師の関わり方（ユニバーサルデザインの視点を活かして）として，障害の

有無に関わらず，あると便利，あるとわかりやすい視点から授業づくりに取り組んでいる。体育の授業で

は，「わかる」，「できる」，「もっとやりたい」などを児童が実感できるような支援の在り方が大切である。

そこで，学習のねらいの明確化や活動内容のイメージをもたせるための具体的な指示，ペア・グループで

の関わりによる活動内容を共有等を行うことで，主体性を高めていくことを目指し，実践している。 

 
イ 活動の実際 

    あ 活動内容がわかり，学習の見通しをもてるようにするための工夫 

     ○グラウンドで説明する時は，逆光にならないように配慮する。また，視覚（視力だけではなく，視

覚的に認知の弱い児童）や集中力のない児童は，教師の目の届く場所に（前方）に集める。 

     ○活動の内容を伝える時は，ポイントについてできるだけシンプルに書き表し，これからの学習の流

れをつかむことができるように，わかりやすく丁寧な説明の仕方を心がける。（資料３８，３９） 

     ○本時の学習のねらいを示す際，ポイントとなる文字や箇所の色を変えて表し，わかりやすくする。 

     ○穏やかな声で共感的な言葉がけに努める。また，児童の活動に対して肯定的にとらえ，できるよう

になったら褒めることで達成感がもてる体験を積み重ねていくことができるようにする。 

     ○児童との距離感を考え，タイミングを見極めながら支援を行い，段階を踏んで，次の目標に向かっ

ていけるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    い 活動をイメージしやすくするための具体的な指示の工夫 

     ○ケンステップや手型・足型などを使って立つ位置を示したり，着地点を示したりしてわかりやすく

する（資料４０，４１）。 

      ○視聴覚教育機器を活用することで，自分の動きを振り返り，教師や友達のアドバイスをイメージし

やすく，理解できるようにする（資料４２）。 

      
 
 
 
 
 
 
                  

資料４０ ケンステップを使って 資料４１ 手型・足型を使った着手と着地 資料４２ 視聴覚教育機器を使った振り返り  

スタート位置を明示する      点の明示 

 



資料４３ 学習カードを使って

のめあての反省 

資料４４ グループでの動きに

ついての話合い 

    う 学習ノート・学習ファイルの工夫 

     ○めあてや反省欄の項目を，毎時間同じ流れで確認させていく  

ことにより，一貫性のある指導や支援に心がける（資料４３）。 

○文字を書くことに困難さがある児童においては，見出しを記  

号化し，書く量を減らす。 

  例： 活動１→ か １ など，  

○めあてを自分で考えて書くことができない児童には，できる  

ようになったことを振り返らせ，次にできるようになりたい 

ことを考えさせる。 

     ○読めない漢字に読み仮名を振る。 

     ○できるようになったことを褒めるコメントを書き，次時への 

意欲を持たせる。 

 
    え 関わり合いを増やし，共有するための工夫 

     ○全員が理解し合える場を目指し，アドバイスをし合ったり   

褒め合ったりできるようなグループづくりに心がける（資   

料４４）。 

     ○友達の良さやがんばりを認め合える場を設定し，発言でき  

る場を設けることで，活動を充実させ，互いに磨き合い，  

高め合えるようにする。 

 
 
 
 

ウ 成果（〇）と課題（▲） 

    〇学習ノート・学習ファイルを使って学習のねらいを明確にしたことで，今何をするのかがわかり，活

動に意欲的に取り組むことができた。 

    ○グループの友達の手本により動きを理解できるようにしたり，視聴覚教育機器による動きの振り返り

を行ったりしたことで，イメージしやすくなり，活動することができた。 

    ▲掲示物や教材においては，ただ提示するだけではなく，わかりやすい解説や説明を加えることで，よ

り理解しやすいものにしていきたい。 

    ▲グループの話合いでは，自分の考えや思いを上手く伝えることができない児童も見受けられたので，

相手に伝えるための言葉がけや身の振る舞いについて支援していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

④環境整備部 

ア 活動の概要 

    体育環境の整備を行っている。体育倉庫（グラウンド，体育館）のデザインを作成し，整備を行う。ま

た，必要に応じて教材・教具の作成を行う。 

 

イ 活動の実際 

    あ 体育倉庫のデザイン作成，整備 

     ○「学習の準備が手軽に素早くできること」をコンセプトに，使用頻度の高い物を体育倉庫の手前に

配置したり，跳び箱やマットを取り出しやすくしたりするデザインを考えた。 

     ○デザインをもとに体育倉庫の整備を行った。体育の授業で使用した際の不都合，問題点について修

正を行う。 

    い 教材・教具の作成 

     ○各学級に１セット，体育学習で利用できる「体育セット」の作成を行った（資料４５）。簡易救急セ

ット（資料４６）やミニメジャー（資料４７），その他にゴムバンドや付箋，ゴム紐，ビニルテープ，

ガムテープ等（資料４８）も用意し，必要に応じて学習で利用できるようにした。また，グループ

ごとに活用できる袋（資料４９）も用意した。体育ノート等を収納するなどし，スムーズにグルー

プ別の活動ができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

    資料４５ 体育セット     資料４６ 簡易救急セット   資料４７ ミニメジャー  

 

 

 

 

 

 

 

資料４８ その他体育セットの道具  資料４９ グループ別の袋 

 

○視点や着手，踏切，着地の位置を意識させるための教具と鈴のついたゴム紐を作成した（資料５０，

５１，５２）。手型・足型等については，児童がその上に手や足をおいても滑りづらい素材を活用し

て用意した。グループで活用できるよう体育館用，グラウンド用として各６セット準備した（資料

５３）。 

 

 

 

   

 

 

 

資料５０ 視点を意識させるための目型 資料５１ 着手を意識させるための手型  資料５２ 踏切，着地を意識させるための足型   



 

 

 

 

 

 

 

資料５３ 体育館用として各グループに準備したセット 

 

ウ 成果（○）と課題（▲） 

  ○体育倉庫のデザインを工夫したことにより，用具の出し入れがスムーズになり，準備にかかる時間が短

縮した。 

   ○体育セットを準備したことにより，「どのように使うことが効果的か」を子供達が考え，工夫して練習す

るようになった（資料５４，５５，５６）。 

   ▲体育館の体育倉庫については，部活動，クラブ活動，各社会体育団体が使用するため，用具の置き場所

が定着するまでに時間がかかる。置き方の写真等を増やし周知徹底を図っていく必要がある。 

   ・体育セットの中身については使用状況や発達段階に応じて必要な道具が変わってくる。状況を見ながら

内容の追加，変更を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

資料５４ 体育セット（手型）の活用 資料５５ 体育セット（足型の活用） 資料５６ 体育セット（ゴム紐）の活用 

 

 

 

 

 



（２）体力向上に向けた取り組み 

①業間体育（ハッスルタイム）での取り組み 

   ア ハッスルタイムについて 

    本校では，業間休み（１０：１５～１０：３５）をハッスルタイムとして設定し，時期に応じて体力向

上に関わる様々な活動を行っている。 

イ ねらい 

    ○伸び伸びと運動・遊びを行うことにより，１日の生活の流れに変化と潤いをもち，気分転換を図るこ

とによって，生活を豊かにする。 

    ○集団行動を通して，秩序正しく，能率的に集団としての行動様式を身に付けるようにする。 

    ○継続的，積極的に運動に親しむことで，体力の向上を図る。 

ウ ハッスルタイム実施期間とその内容（令和元年度） 

※今年度，未実施のものについては，昨年度の取り組みを記載 

実施時期 内容 実施曜日 備考 

４月 内容検討・準備 

５月・６月 遊・友スポーツランキング 水・金 
・ボールパスラリー 

・連続馬跳び など 

７月  
・水泳指導 

・学期末のため中止 

９月 集団行動 運動会２週間前から 
・集団行動 

・ラジオ体操 

１０月 体力テストに向けた取り組み 水・金 
・５０ｍ走 

・ゴムボール投げ 

１１月 向寒マラソン 毎日 ・持久走 

１２月  ・学期末のため中止 

１月・２月初旬 長縄・短縄 毎日 
・３分間８の字連続跳び 

・短縄 

３月  ・年度末のため中止 

あ ５・６月の活動について（令和元年度） 

〇活動内容 

【遊・友スポーツランキングちばの種目】 

・長縄８の字連続跳び  ・長縄みんなでジャンプ  

・連続馬跳び      ・ボールパスラリー 

    〇成果 

遊・友スポーツランキングちばの種目を学年ごとに   

ローテーションで実施した。全校の課題である投力を 

中心に体を動かすことを楽しみながら体力向上を図る 

ことができた（資料５７，５８）。 

 

遊・友スポーツランキングの報告数は前期だけで  

８６８を数え，念願の前期大賞に輝いた。何より， 

全校で外へ出て体を動かす機会を作ったことで，外 

に出て遊ぶことが習慣化されたことが1番の収穫で 

ある。 

    【平成３０年度前期記録申し込み数９１０ 第２位】 

   【令和元年度前期記録申し込み数８６８  

第１位 前期大賞受賞】（資料５９） 

資料５７ 遊・友スポーツランキングちばへの  

  取り組み（ボールパスラリー） 

資料５８ 遊・友スポーツランキングちば  

   への取り組み（連続馬跳び） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料５９ 令和元年７月１６日（火）に行われた表彰式の様子） 

  

い １０月の活動について （平成３０年度） 

〇活動内容【新体力テストに向けた体力向上の取り組み】 

・５０ｍ走 ・登り棒うんてい（握力） ・立ち幅跳び ・ゴムボールスロー 

・タオルボールスロー ・反復横跳び  ・上体起こし 

 〇成果 

体力テストの種目をハッスルタイムに行うことで，体力テストの結果を伸ばすことができた。（全９

６種目中８４種目で県平均を上回る）特にボール投げの取り組みは効果的であった。新体力テストの

実施に関しても，１年生や２年生が種目のやり方を理解できるので，スムーズに行うことができた。 

 

う １１月の活動について（平成３０年度） 

〇活動内容【向寒マラソン】 

低，中，高学年ごとにグラウンド（大回り・小回り），校外に分かれ７分間程度のマラソンを行う。 

〇成果 

昨年度も体調管理を徹底することを目的とし，保護者に毎朝マラソ

ンカードを記入してもらい，承諾を得た上でマラソンを行った。欠席

の少ないクラスを表彰するなど工夫して取り組むことで，児童の意欲

を高め，マラソンカードを忘れる児童や見学者は少なくなった。全校

の延べ参加率は，９１％であった。活動を通し，体力だけでなく粘り

強く取り組む姿勢も身に付いた（資料６０）。 

 

え １・２月の活動について（平成３０年度） 

〇活動内容 ・1月…３分間の長縄８の字連続跳び ・２月…短縄跳び 

〇短縄各学年の目標 

 

 

 

 

 

学年 技 実施人数 達成人数 合格率 

１年 ・一拍子跳び（１回旋１跳躍） 後ろ跳び ４１人 ３０人 ７３.１％ 

２年 ・かけ足跳び ２６人 １９人 ７３.０％ 

・前振り跳び ２６人 １３人 ５０.０％ 

３年 ・あや跳び前 ５０人 ４６人 ９２.０％ 

４年 ・交差跳び前 ４０人 ３７人 ９２.５％ 

・交差跳び後ろ ４０人 ３６人 ９０.０％ 

５年 ・二重跳び ５４人 ２７人 ５０.０％ 

６年 ・１～５年までの技 ４７人 ２１人 ４４.７％ 

当日はテコンドーの千葉県代表の

選手にお越し頂き，試合の様子や板

割りの体験をさせてもらいました。 

資料６０ 向寒マラソンへの取り組み 



〇成果 

昨年度で長縄大会が６年目となる。長縄跳びの技能が確実に向上  

している。平成３０年度はインフルエンザの流行で授業参観の場で 

の大会の実施ができなかったが，参観の場での大会実施は児童の意 

欲を高めている（資料６１）。また，昨年度よりハッスルタイムで短 

縄跳びを行い，各学年の目標を決めて取り組んだ（資料６２）。 

目標の達成率を体力向上推進委員会で報告することで，今年度の      

計画に生かすことができた。 

 

②特別水泳についての取り組み（令和元年度） 

ア ねらい 

〇水泳学習が苦手な児童を中心に指導し，学年の目標に応じた水     

泳学習の技能を身に付けさせる。 

〇夏休み中に水泳学習（特別水泳）を行うことで，体力の向上だ 

けでなく，充実した夏休みが送れるようにする。 

  

イ 活動内容 

〇夏休み前半（～８月１日まで）に低・中・高に分け，夏休み中に５回水泳の補習を行った。 

  

ウ 各学年の目標と達成率 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エ 成果 

昨年度と比較すると３年生以外は達成率が低下している。今年度は天候不順が続き，計画通りに水泳学

習ができなかったことが影響していると考えられる。気温も低く，水泳が苦手な児童にとっては厳しい環

境であった。 

今年度も１学期中の水泳学習で，学年の目標に達しなかった児童を中心に，夏休みに５回水泳指導（特

別水泳）を実施した。１学期中の学習と違い，苦手な児童の指導を重点的に行うので，合格率を上げるこ

とができた。各学年の目標も児童に浸透しており，児童一人一人が学年目標を意識して取り組むことがで

きた。４年生児童の達成率が１０％近く下がってしまっている。今後，学年目標の修正や指導方法の工夫

を図っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学年目標 人数 

合格 

人数 
合格率 

昨年度 

合格率 
昨年度比 

１年 ２２級（水の中で目を開けられる。） ２９ ２８ ９６．５ ％   

２年 １５級（かべにつかまってふしうきができる。） ４２ ４１ ９７．６ ％ １００％ ▼ ２．４ 

３年 １０級（かべをけって，けのびができる。５ｍ） ２６ ２５ ９６．１ ％ ９２．３％ ◎ ３．８ 

４年 ４級（プールの横１５ｍ） ５０ ４５ ９０．０ ％ １００％ ▼１０．０ 

５年  ２級（クロールまたは平泳ぎで25ｍ） ４１ ３３ ８０．４ ％ ８８．０％ ▼ ７．６ 

６年  初段（クロールまたは平泳ぎで50ｍ） ５５ ５０ ９０．９ ％ ９４．４％ ▼ ３．５ 

資料６２ 短縄跳びへの取り組み 

資料６１ 長縄大会の様子 



③新体力テストの結果と考察（平成２９年度・平成３０年度）※県平均に対しての偏差値で比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

H30入学 現２年男子

H３０

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

H29入学 現３年男子

H２９ H３０

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

H28入学 現４年男子

H２９ H３０

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

H27入学 現５年男子

H２９ H３０

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

H26入学 現６年男子

H２９ H３０

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

H25入学 現中１男子

H２９ H３０



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40

45

50

55

60

握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

H30入学 現２年女子

H３０

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

H29入学 現３年女子

H２９ H３０

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

H28入学 現４年女子

H２９ H３０

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

H27入学 現５年女子

H２９ H３０

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

H26入学 現６年女子

H２９ H３０

40

45

50

55

60
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

H25入学 現中１女子

H２９ H３０



（考察） 

○全体的に体力の向上が見られる。平成２９年度は９６項目中４７項目が県平均を上回っていたが，平

成３０年度は８４項目が県平均を上回ることができた。前期体力テストの結果をもとに５０ｍ走とソ

フトボール投げを重点項目とし，正課体育やハッスルタイムに全校で取り組んだ。その結果，それら

２つの種目において成果をあげることができた。５０ｍ走（１２項目中２項目達成→９項目達成）ソ

フトボール投げ（１２項目中３項目達成→１０項目達成） 

○長座体前屈，反復横跳び，２０ｍシャトルラン，立ち幅跳びについては全学年，男女ともに県平均を

越えることができた。特に２０ｍシャトルランでは大きく県平均を越え，学年が上がるにつれ，その

幅も大きくなっている。部活動への参加や，ハッスルタイムへの取り組みの成果と考えられる。 

▲握力については，日常生活において，握ったりひねったりする活動が減ってきていると考えられる。

遊具を効果的に活用したり，体つくりの運動などで縄を引き合うなどの運動を取り入れたりすること

により，改善を図っていきたい。 

・県平均と比べると越えている項目が多くなったが，さらなる体力向上への取り組みが必要だと考え

る。 

 

 

 

 

（３）調査研究について 

全校児童を対象に，運動有能感調査を行っている。平成 

 ３０年度６月と令和元年度６月の測定値を比較したのが 

右の表である。 

 自己の努力や練習によって運動をどの程度コントロー 

ルできるかを認知している因子「統制感」については，高 

学年で，得点の上昇が見られた。これまでの調査では，低 

下していく傾向が表れていたが，一定の成果が得られた。 

しかし，有意差が認められたわけではない。低・中学年へ 

のアプローチの仕方とともに，課題としていきたい。 

また，指導者や友達から受け入れられているという認知 

に関する「受容感」については，中・高学年において，上  

昇が見られ，中学年においては有意差も見られた。「関わり  

合い」のさらなる充実を図っていきたい。 

ただし，低学年においては引き続き手立てを考えていか 

なければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２　運動有能感調査　結果（中学年）

Ｍｅａｎ ＳＤ Ｍｅａｎ ＳＤ

統制感 17.47 3.01 17.27 3.72 n.s.

受容感 15.88 3.76 17.03 3.19 ＊

因子
Ｈ30.6(n=92) R1.６(N=74)

有意差

n.s 非優位✝.05＜p＜.1，*ｐ＜.05　**p<.01

表１　運動有能感調査　結果（低学年）

Ｍｅａｎ ＳＤ Ｍｅａｎ ＳＤ

統制感 13.89 2.19 13.66 2.30 n.s.

受容感 13.46 2.42 12.80 2.84 n.s.

n.s 非優位✝.05＜p＜.1，*ｐ＜.05　**p<.01

R1.6(n=70)
有意差因子

Ｈ30.6(n=65)

表３　運動有能感調査　結果（高学年）

Ｍｅａｎ ＳＤ Ｍｅａｎ ＳＤ

統制感 16.96 3.05 17.32 2.92 n.s.

受容感 16.37 3.31 16.69 3.35 n.s.

因子
Ｈ30.6（ｎ=101） R1.6（ｎ＝94）

有意差

n.s 非優位✝.05＜p＜.1，*ｐ＜.05　**p<.01

資料５８ 



Ⅲ 研究のまとめ 

１ 成果 

 ○めあての「みとり」や「問い返し」が有効であった。当初は「関わり合い」のための手立てとして考えてい

たが，めあてをもたせるための手立て，児童にめあてを意識化，焦点化させるための手立てとしても効果的

であった。 

 ○特に，高学年において，運動特性や学習のねらい，単元で取り組む活動（「お話マット」や「集団跳び箱」「集

団マット」等）をオリエンテーションで示すことで，児童が理想の姿をイメージし，具体的に自分に合った

めあてをもつことができた。 

 ○共通課題を設定し，段階的な練習方法を示したことが効果的であった。器械運動は非日常的な運動であるた

め，繰り返し取り組んでいくことが重要であることも踏まえ，「単元のモデルプラン」を活用していきたい。 

 ○関わり合いの充実が見られた。グループやペアによる活動の他に，口伴奏や単元で取り組む活動を通して積

極的に関わりをもつ中で，動きのポイント等の「わかる」を「できる」につなげることができた。また，「で

きる」から「わかる」につなげることもでき，「受容感」の高まりが見られた。 

 ○運動の系統を大切にしたことで，「各学年の重点とする運動」や「単元のモデルプラン」を設定することがで

きた。「各学年の重点とする運動」については，継続して実施していくことで，さらなる成果が期待できる。

また「単元のモデルプラン」については，他領域に通じる部分もあると思われる。今後の研究を通し，領域

の特性に応じたモデルプランの特徴を明らかにするとともに，実践を重ね「声と汗」があふれる体育学習に

取り組む児童の育成を図りたい。 

 

２ 課題 

 ▲「統制感」について，十分な成果が得られたとは言いがたい。課題解決のための認識を得るための「めあて」

を大切にしていくというこれまでの流れを引き続き継続するとともに，振り返り活動の充実を図っていきた

い。特に，学習カード，学習ノートの活用方法について，さらに深めていきたい。 

▲発達段階による「めあて」のとらえかたについて考えてきたが，低学年においてはまだ手立てが不十分であ

る。「遊び」の良さを活かしていくために，どのような振り返り活動を設定していけばよいかを明らかにして

いきたい。 

▲児童の実態に応じた課題の設定を行って行きたい。そのためにも，「各学年の重点とする運動」について見直

しを図るとともに，児童ができるようになっていく段階や支援の仕方を実技研修等で共通理解していきたい。 

  

３年間の体育研究を通して，成果・課題を明らかにしていくことができた。しかし，継続した教育実践こ

そが大切であり，主体的に体育学習に取り組む児童の育成につながると考える。小学校生活６年間をかけて，

「声と汗」があふれる体育学習を目指し，引き続き体育研究を深めていきたい。 
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